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『
黒
田
家
臣
傳
』（
貝
原
益
軒
著
）は
、

黒
田
家
草
創
期
の
家
臣
27
名
の
伝
記

で
、
最
初
に「
井
上
周
防
傳
」を
載
せ

て
い
る
。
そ
の
中
に「
慶
長
五
年
、
如

水
に
従
て
豊
後
に
赴
き
、
大
友
義
統
の

先
手
吉
弘
加
兵
衛
尉
統
幸
と
鎗や
り

を
合

て
打
勝
、
付
従
ひ
し
軍
勢
を
追
散
し
、

其
名
天
下
に
高
し
」と
あ
る
。
井
上
九

郎
右
衛
門
と
大
友
の
侍
大
将
吉
弘
嘉

兵
衛
の
鎗や
り

合
わ
せ（
一
騎
打
）は
、
石

垣
原
合
戦
の
劇
的
な
場
面
と
し
て
語

り
継
が
れ
た
、
有
名
な
話
で
あ
る
。

　

吉
弘
嘉
兵
衛
は
、
豊
後
大
友
氏
の

初
代
能よ
し
な
お直

を
祖
と
す
る
吉
弘
家
の
当

主
で
、
屋や
や
ま山

城
主
で
あ
っ
た
。
慶
長
の

役
で
、
敵
の
軍
旗
を
奪
う
大
功
を
挙

げ
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
一
対
の
朱
柄
の
鎗

を
賜
っ
た
。
朱
柄
の
鎗
は
、
特
別
武
勇

に
秀
で
た
者
だ
け
が
所
持
を
許
さ
れ

た
鎗
で
、武
将
の
誉
れ
と
さ
れ
て
い
た
。

よ
っ
て
、
嘉
兵
衛
を
鎗
の
名
手
と
す
る

所ゆ
え
ん以

で
あ
る
。
大
友
吉
統
が
豊
後
国
を

改
易
さ
れ
た
時
、
嘉
兵
衛
は
浪
人
と

な
り
豊
前
中
津
に
滞
在
し
た
。そ
の
後
、

従
兄
弟
で
柳
川
城
主
の
立
花
宗
茂
に

２
０
０
０
石
で
仕
え
た
の
で
あ
る
。

　

１
６
０
０（
慶
長
５
）年
４
月
、
徳

川
家
康
が
会
津
討
伐
を
決
め
た
時
、
大

友
吉
統
の
嫡
男
能よ
し
の
り乗

は
徳
川
秀
忠
に

属
し
て
い
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
嘉
兵
衛

は
、
能
乗
を
支
え
る
た
め
、
主
君
宗
茂

に
暇
い
と
ま
乞
い
を
し
て
、
関
東
を
目
指
し
た

の
で
あ
る
。
そ
の
途
上
、
豊
後
討
入
り

の
た
め
西
下
す
る
吉
統
と
周
防
上か
み
の
せ
き関

で
対
面
し
た
。
嘉
兵
衛
は
、
吉
統
に
西

軍
加
担
の
非
を
説
き
、
東
軍
に
味
方

す
る
よ
う
説
得
し
た
。
し
か
し
、
吉
統

は
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
嘉

兵
衛
は
、
吉
統
を
見
捨
て
る
こ
と
が
で

き
ず
、
関
東
行
き
を
諦
め
、
運
命
を

共
に
す
る
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

九
郎
右
衛
門
と
嘉
兵
衛
の
鎗
合
せ

は
、
黒
田
勢
が
優
勢
に
転
じ
た
頃
に

始
ま
っ
た
。
嘉
兵
衛
は
直
鎗
、
九
郎
右

衛
門
は
鎌
鎗（
一
説
に
十
文
字
鎗
）で

対
し
た
。
両
者
は
徒か
ち
で
互
い
に
鎗
を
繰

り
出
し
て
戦
っ
た
。
嘉
兵
衛
の
鎗
は
、

九
郎
右
衛
門
の
鎧よ
ろ
いの
胸
板
に
何
度
も

当
て
た
が
、
鎧
を
通
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
し
て
、
九
郎
右
衛
門
が
繰

り
出
し
た
鎗
の
鎌
が
、
嘉
兵
衛
の
左

頬
を
深
く
え
ぐ
り
、
兜か
ぶ
との
緒
を
断
ち

切
っ
た
。
弾
み
で
兜
が
前
に
ズ
レ
て
視

界
を
遮
さ
え
ぎ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
ま
ら
ず
嘉

兵
衛
は
鎗
を
横
に
払
い
つ
つ
、
後
退
し

た
。
こ
の
一
瞬
の
隙
を
九
郎
右
衛
門
は

見
逃
さ
な
か
っ
た
。
鎧
の
弱
点
で
あ
る

左
脇
の
下
に
深
く
鎗
を
入
れ
た
の
で
あ

る
。
嘉
兵
衛
は
、
長
時
間
の
戦
闘
で
体

力
を
消
耗
し
、
２
カ
所
の
深
手
の
大
量

出
血
で
、
瀕
死
の
重
傷
を
負
っ
た
の
で

あ
る
。
嘉
兵
衛
の
家
臣
達
は
、
主
人
を

敵
に
捕
ら
れ
ま
い
と
必
死
の
抵
抗
を
し

て
、
戦
場
離
脱
を
図
っ

た
。
し
か
し
、
乱
戦
の

中
、
そ
の
家
臣
も
１
人

２
人
と
討
た
れ
、
嘉
兵

衛
の
守
り
が
手
薄
に

な
っ
た
時
、
小
栗
次
右

衛
門
が
組
み
付
き
首
を

取
っ
た
の
で
あ
る
。
大

友
家
に
忠
義
を
貫
い
た

吉
弘
嘉
兵
衛
の
壮
絶
な
最
後
で
あ
る
。

享
年
38
歳
で
あ
っ
た
。
小
栗
次
右
衛

門
は
、
黒
田
２
番
備
の
侍
大
将
後
藤

太
郎
助（
後
藤
又
兵
衛
の
嫡
男
）の
家

臣
で
あ
る
。

　

大
友
方
は
、
嘉
兵
衛
と
宗
像
掃
部

の
両
大
将
を
討
た
れ
、
多
数
の
死
傷

者
を
出
し
て
、
立
石
に
敗
走
し
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
で
合
戦
は
終
結
し
た
。

　

合
戦
後
、
嘉
兵
衛
の
亡な
き
が
ら骸
は
、
地

元
の
僧
侶
や
里
人
が
丁
重
に
葬
り
、
塚

を
築
い
て
お
祀
り
し
た
。
そ
の
後
、
そ

れ
を
知
っ
た
熊
本
城
主
細
川
忠
興
が
、

石
の
祠ほ
こ
らを
建
て
墓
所
を
整
備
し
て
、
勇

者
の
霊
を
お
祀
り
し
た
の
で
あ
る
。
大

友
家
に
最
後
の
最
後
ま
で
忠
義
を
尽

く
し
た「
武
士
の
鑑
」吉
弘
嘉
兵
衛
統

幸
の
墓
所
は
、
参
詣
す
る
人
が
絶
え

ず
今
日
に
至
る
の
で
あ
る
。

▲吉弘嘉兵衛統幸
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